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主な取組み

　当社は、 リスクアセスメント （化学物質を含む） 活動、 危険予知活動、 ヒヤリハット活動に注力しており、 安全診断、

安全表彰制度、 新ＩＴ活動を通して労働災害防止の取組みを推進しています。 また、 ２０１５年より転倒防止対策を継続

して実施するとともに、 住友化学グループの安全基本ルール （グラウンドルール） の徹底を図っております。

　また、 近年問題となっております職場における熱中症対策の強化につきましても、 様々な対策を講じながら発生の予

防、 職場環境の改善に努めております。

安全性評価ステップ

　当社は、 火災、 爆発、 有害物質の漏洩等の保安事故の未然防止を図るとともに、 自然災害発生時の被害を最小に抑

え従業員と地域社会の安全を守るために、 研究開発から工業化の各ステップにおいて、 より安全な製造設備・プロセス

となるように安全性評価・検討会を実施し、 必要な対策を取っております。

労働安全衛生・物流安全

　当社は、 安全は企業活動の根幹をなすものと考えてお

り、 「安全をすべてに優先させる」 ことを掲げる経営方針

の基にグループ会社や工事会社も含めたグループ全体で

災害の撲滅に努めております。 当社は、 生産本部担当

役員統括の下、 各工場に安全衛生組織をおいて、 安全・

衛生活動に取組んでおります。 各工場で共有すべき事

項については、 迅速に水平展開を図るなど工場間で連

携した取組みを推進しています。

サステナビリティ推進基本原則の制定

　当社は、 サステナビリティの推進を 「事業を通じて持続可能な社会の実現」 に貢献するだけに留まらず、 「自らの持続

的な成長を実現するための機会」とも位置づけており、 事業活動の両輪と見なしております。

　この両輪を実現するための4つの原則を 「サステナビリティ推進基本原則」 として定め、 これら原則に沿って事業活動

に取組んで参ります。

取組み内容

　当社は、 サステナビリティ推進の取組み例として、 次のような取組みを行っております。
　（原則2: リスク・クライシス対応についての情報は33ページを、 原則3: 人的価値に関する情報については20・21ページをご参照ください。）

原則１：サステナビリティ対応製品・技術の開発

　GHG排出削減や資源循環などの環境問題は大きな社会問題である一方、 それら問題の解決に資する製品や技術につ

いては、 今後需要の拡大が見込まれており、 新たな事業機会でもあります。 当社は、 フルオレン誘導体の製造技術の改

良や高機能絶縁被覆材、 バイオ可塑剤、 光学樹脂 （プラスチック） のケミカルリサイクル技術の開発など、 社会問題の解

決に資する製品や技術を開発しております。

総括安全衛生管理者 淀川工場　安全衛生管理組織

播磨工場　安全衛生管理組織
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保安防災教育・訓練

　当社は、 事故・災害が発生した場合を想定し、 救命救急講演会や防災訓練を毎年実施しています。 事故・災害発生を

想定した模擬訓練においては、 問題点を抽出・改善策を検討することでPDCAサイクルを回しております。 また、 高所

作業における事故を未然に防ぐため、 淀川・播磨各工場において安全帯特別教育を毎年実施しています。

淀川工場での模擬訓練 淀川工場工場見学会 社会福祉協議会を通じた野菜の寄付活動 地域自治会一斉清掃活動への参画播磨工場での模擬訓練

原則１：経済価値創造と社会課題解決

　当社は、創業以来培ってきた有機合成技術と生産技術を常に進化させ、幅広い産業を支える基盤となる製品、豊かで快

適な社会の実現に資する製品を提供･開発し続けることで、経済価値創造と社会課題解決を実現していきます。

原則２：リスク・クライシス対応

　当社は、自然災害や事故などのリスクに備えた危機管理体制を整備するとともに、気候変動や社会的な環境変化に対し

てもサステナブルな製品を開発していきます。

原則３：人的価値

　当社は、社員一人ひとりが新たな価値創造の担い手であり、会社の成長の源泉であると考えています。社員一人ひとり

の能力と多様性を尊重し、継続的な学びと働きがいのある職場づくりを進めることで、人的価値を高めていきます。

原則４：地域コミュニティ

　当社は、地域社会との信頼関係を大切にし、対話や情報開示、交流及び貢献を通じて、地域に根ざした企業としての責任

を果たすとともに、共に発展する関係を築いていきます。

原則４：地域との交流

　化学工場という性質上、 地域社会の皆さんのご理解と、 信頼関係の構築は重要な要素となります。 当社は地域自治会

の方を対象とした工場見学会、 地域清掃活動への参画、 TAOKA農園で収穫した野菜の寄付、 小学生を対象とした理

科実験教室の開催などを通じて、 地域の皆様との交流を行っております。

【サステナビリティ対応製品・技術の例】




